
























  この論文は、平成 23 ～ 26 年度科学研究費若手研究（B）（研究課題名「ドイツ啓蒙主
義とロマン主義の関係」研究課題番号 23720170）の成果である。
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と象徴されるものを取り違えることに基づく」(III, 397, 685) と確信してい
た。ノヴァーリスにとって実在のプロイセン国家は象徴と象徴されるものの差異
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の奇蹟の力）。私の信仰と
愛は表象的信仰
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の統合を目指すのは、両者が未だ不完全であり、相互補完の関係にあるからに他
ならない。王と王妃もまた、単独では絶対的存在たりえず、相互補完の関係にある。
「生まれつき模範的な人間は詩人の夢である」とノヴァーリスは断言し、「それゆ
え残されているのは―それを人工的に構成することである」（II, 502, 66）と述べ
る。この断章はさらに「国家の最も卓越した人々は互いに補完しあう―この社会 
(Gesellschaft) において、社会の純粋な霊が湧き立つ。この社会から発せられる指
令は霊の流出である―そうすれば理想的な君主が実現される」と続く。王と王妃
は「社会」の最小単位であり、二人による統治において君主制と共和制の統合は
象徴的に顕現しているのである：「国家という絆は、結婚とどこが違うのだろうか」
（II, 495, 36）。
5. 結語
『信仰と愛』最後の政治的アフォリスムにおいてノヴァーリスはこう述べる：
「今、完全な民主制と君主制は、解きがたい二律背反に陥っているように思わ
れる […]。政治的一神論と汎神論が、必要不可欠な交代項として、極めて密接
に結びつく時代が到来するに違いない。」（II, 503, 68）
民主制、あるいは共和制と君主制の統合形としての「完全な国家」は、王と王
妃を通じて「詩的な国家」として象徴的に現れる。王と王妃は個人と普遍を結び
つけ、未来における理想の国家を現在における現実の国家において表象する「仲
介者」の役割を果たす。従って、王と王妃は、世界を統べる「霊」の感覚的な顕
現であると言える。しかし、世界を統べる「霊」がもはや存在しないことをノヴァー
リスは悟っていた：
「我々が経験するものは全て伝達である。従って世界は実際、霊の伝達であり
―啓示である。だがいまや神の霊が理解可能な時代ではない。世界の意味は失
われてしまった。」（II, 594, 316）
それゆえ、過去と未来、個と普遍が「霊」を通じて結びつく「霊的現在」もまた、
55
「フィクション」によって詩的に現前化されねばならない。フランス革命の混乱、
そしてプロイセンにおける新王の即位に対する不安と期待が交錯する「カイロス」
的状況の中、ノヴァーリスはいかなる現実的体系も理想化することなく、王と王
妃を「完全な国家」の詩的な顕現とみなすことで、二人の中に未来に対する希望
を見いだそうとしたのである。
